
 

⼦供⽤製品関係３社へのヒアリング項⽬ 
 
※当初経産省から提⽰したヒアリング項⽬に、検討会委員から聞きたいと提⽰された質問
（太字）を追加したもの 
 
1. ビジネスの実態 

・取扱製品の概要 
・海外とのビジネス概要（製造拠点、販売市場など） 
・インターネットを通じた販売概要 
・どの国（法制度やその執⾏が信頼に⾜る国なのか否かが問題意識）からどのような種類

の玩具（安全性が問題にある製品なのか否かが問題意識）が⽇本に流⼊してきているの
か、⽇本製品や⽇本の販売業者に対してどれだけの競争⼒を持っているのか（売上⽐率
等）などが知りたいです。 

 
2. 各検討事項（論点）についてのご意⾒ 
①インターネット販売拡⼤を踏まえた事故報告やリコールの課題への対応について 

・インターネットを通じた海外からの直接販売についてのご意⾒等（もしあれば） 
・被害や事故を知り得る当事者は誰か（保護者の⽅や医師でしょうか） 
・被害者は⼦供以外にどのような類型があるのか（例えば、障碍者の⽅なども考え得るの

か） 
 
②ネット販売製品の違反対策について 

・安全ではない製品への対策についてのご意⾒（もしあれば） 
・危ない玩具が⽇本に流通しないセーフティーネットとしてどのようなものがあるのか。 

 
③⼦供⽤製品について 

・⼦供⽤製品・玩具への規制のあり⽅についてのご意⾒ 
・⼦供⽤製品・玩具に関する事故など気になる点（もしあれば） 
・ST マークがついている玩具の割合の推移 
・既存の仕組みでうまくいっているというご指摘があったが、既存の仕組みの中で事故が

防げていない理由をどう分析されているか 
・強制規格を導⼊した場合の問題点はなにか（企業への負担、ルールの形骸化など考えら

れる問題をご教⽰いただきたいです） 
 

 
以 上 


